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研究成果の概要（和文）：　本研究では，英語中間交替の視点から英語および日本語の自他交替における「ずれ」を検
討し，松本は英語中間構文分析の基本となる多重動詞句の構造の精緻化を通して，英語無生物主語構文は中間構文との
比較により理解度を高めることができることを提案した．
　長谷川は，自動詞・他動詞の対応が形態的変化を伴う日本語と一般的に伴わない英語の違いが英語圏日本語学習者の
日本語習得を困難にしている点を整理し，日本語教育にフィードバックした．
　西光は，日本語では責任が他動詞の使用に大きな役割を果たし，英語では原因が決め手となることを確かめると同時
に，ひとりごとにおいて日本語では自動詞がよく使われることを確認した．

研究成果の概要（英文）：  In this study, we have explored the gap between transitivity alternation in Engl
ish and Japanese from the viewpoint of the English middle alternation.  Matsumoto has elaborated the struc
ture of the multiple VP as the basis of the analysis of English middle and proposed that the comparison of
 the inanimate subject construction with English middle enhance Japanese native speakers' understanding of
 the construction.  
  Hasegawa has classified the cases in which native speakers of English find it difficult to learn Japanes
e because transitivity alternations in Japanese, but not in English, show morphological changes and has gi
ven a feedback to Japanese language education.
  Nishimitsu confirmed the two facts: First, the key concept for transitive verbs is Responsibility in Jap
anese, whereas it is Cause in English.  Second, intransitive verbs are frequently used in a prompt solioqu
y in Japanese.
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１．研究開始当初の背景 
中間構文（例 This vase breaks easily.）

は，英語の自他交替の代表的構文であり，生
成文法では，他動詞文や受動文の他，使役交
替における能格文（例 The vase broke.）
との比較において，その統語的特性と意味的
特性について，多くの研究がなされてきた． 
藤田・松本 (2005)では，ミニマリスト・

プログラムの元で徹底した統語的分析を追
求した反語彙主義の立場から，中間構文を分
析し，中間構文の意味的・個別的特性（動詞
クラスに対応する制限，アスペクト的特性に
おける制約，個体レベル述語としての特性な
ど）を，三層分裂 VP という基本的構造で説
明した． 
さらに，松本は，中間構文に関する基盤研

究（Ｂ）(平成 18 年度～20 年度)において分
担研究者として認知言語学の視点も取り入
れ，中間構文における生成文法と認知言語学
の統合についてのワークショップをコーデ
ィネートし，中間構文研究に関する総括を行
うとともに，構造で起因する意味はシンタク
スで扱うことができることを示した． 
一方，松本(2010)では，生成文法を英語教

育に活用する議論の中で，中間構文の用法は
英和辞典の中で，「～（ら）れる」「～してあ
る」「～されている」という複数の日本語訳
が与えられていることを指摘すると同時に，
大学生にとって英和辞典の自動詞の意義の
中から中間構文の用法を選ぶのが難しいと
いう調査結果にもとづき，英語の中間交替と
日本語の自他交替との間にかなりの「ずれ」
があることを明らかにした． 
これらの背景から，英語中間構文をさらに

厳密に分析し，同時に日本語母語話者の真の
中間構文を含む英語の自他交替の理解のた
めには，英語という一言語に留まらず，日本
語の自他交替との比較と両言語の自他交替
におけるネットワークモデルの構築が必要
であるという今回の申請テーマを得るに至
った．松本はこれまで Matsumoto(1997)で中
間構文と日本語の「られる」の比較について
研究したことがあるが，それ以外の日本語学
と日本語教育に関する知見を得るために，は
長谷川が分担研究者として加わった．さらに，
日英語対照研究の第一人者でありネットワ
ークモデルの必要性を示唆した助言者であ
る西光に分担研究を依頼した． 
 
２．研究の目的 
本研究は英語中間交替の視点から英語お

よび日本語の自他交替における「ずれ」を検
討し，記述・理論の両面において英語と日本
語の自他交替のネットワークを構築し，その
モデル化を行うことを目的とする．その際，
現代理論言語学の主要アプローチである生
成文法と英語教育学，日本語学，日本語教育
学の各観点を統合させ，日・英語における中
間交替・使役交替の分析に各分野の知見を取
り入れるとともに，その成果を英語教育・日

本語教育にフィードバックするという，理論
研究と実践研究の双方向のインタラクショ
ンによる融合的展開を試みる． 
具体的には，英語中間構文の総称性・法

性・状態性とそれに相当する日本語の「られ
る」「てある」「られている」を中心に，生成
文法の枠組みにより統語構造と意味構造の
関係についてさらに精密な説明を与え，日本
語教育学の立場からは，習得が困難な自動
詞・他動詞の使い分けに関する問題点とその
解決法を探り，互いにフィードバックを行う
ことにより分野横断的な統合的枠組みを提
案する． 
 
３．研究の方法 
本研究は，生成文法による中間交替の分析

に英語教育，日本語学，日本語教育の知見を
取り込み，より精緻な中間構文の分析を行う
とともに，中間構文に対応する複数の日本語
構文の特性とその関係を明らかにすること
によって，日・英語の自他交替のネットワー
クモデルの構築と文法理論と外国語教育の
間のフィードバックによる統合的成果を目
指すものである．研究態勢としては，松本が
統括を行い，生成文法と英語教育を松本が担
当し，日本語学・日本語教育を長谷川が担当
し，日英対照・英語教育・日本語教育につい
ては西光が担当し，互いに研究成果と情報を
交流させることによって中間交替の視点に
よる日・英語の自他交替のより精緻なモデル
を追求する． 
 
４．研究成果 
(1)全体的成果 
 本研究における各研究者の成果は次の通
りである． 
松本は英語中間構文研究に必要な４つの

側面（意味的特徴，制約・条件，中間構文内
での語句，中間構文と比較される構文）を提
案した．また，英語中間構文のモダリティや
日本語の「～（ら）れる」，「～ている」分析
の基本となる構造の多重動詞句，特に原因
(Causer)を指定部に取る句によって英語中
間構文における責任性が統語的に説明でき
ることを再確認した．さらに，日本人英語学
習者が無生物主語を理解する際，中間構文と
比較するとわかりやすいことを提案した． 
長谷川は，日本語教育学の立場から，英語

を母語とする学習者を中心に，自動詞・他動
詞の対応が形態的変化を伴う日本語と，一般
的には形態的変化を伴わない英語との違い
から生じる日本語学習者の自動詞・他動詞の
使い分けに関する問題点を整理した．さらに，
「有対他動詞」の対立する自動詞の習得など，
学習者にとって習得が困難な点について考
察を行い，日本語教育の授業においてフィー
ドバックを実施した． 
 西光は日本人英語学習者と英語圏日本語
学習者の自動詞と他動詞の誤用を観察する
ことにより，日本語では責任が他動詞の使用



に大きな役割を果たし，英語では原因が決め
手となることを確かめた．また，日本語と英
語の鏡像関係から，誤文訂正 4段階モデルを
創案した．さらに，日本語ではとっさのとき
にひとりごとで自動詞がよく使われるが，英
語では基本的にひとりごとを避けるので，と
っさのときの発話はそばにいる人に向けて
発せられることを確認した． 
 以上を本研究独自の取り組みである英語
学，日本語学，英語教育，日本語教育，日・
英対照における相互のフィードバックとい
う観点からまとめると，次のようになる． 
①英語学→日本語学 
中間構文と関連構文の多重動詞句構造 

（日本語「られ」と VoiceP, 責任性） 
②英語学→英語教育 
 中間交替との比較による英語無生物主語
の指導 

③日本語教育→日・英対照 
 有対他動詞における形態変化の有無 
④日・英対照→英語教育・日本語教育 
 日・英語の鏡像関係→誤文訂正 4段階モデ    
 ル 
⑤英語教育・日本語教育→日・英対照 
責任と原因 
①と⑤は，責任・原因という概念が，日英

自他交替において重要な役割を果たしてい
るということを示している．また，③④は，
方向性は逆であるが，形態変化・鏡像が共に
日本語教育における指導のヒントになるこ
とを示している． 
 
(2)各年度の成果 
各年度における成果は次の通りである． 

 平成 23年度は，本研究の方向性を確認し，
3 年間の基盤となる研究を行った．全般的な
活動として，本研究のウェブサイトを立ち上
げ，本研究の目的と内容について，広く社会
に発信した．また，毎月約 1回の研究打合せ
では，日英対照研究と英語教育，日本語教育
の現状について情報交換を行い，英語教育と
日本語教育における学生の反応と，日英対照
研究が相互に活用できることを確認した．さ
らに，平成23年度の本研究のまとめとして，
平成 24 年 2 月に西光を講師として第 1 回橋
渡しことばの会による英語挙行く講演会を
開催した．高校英語教員を含む参加者との意
見交換により研究成果をフィードバックで
きた．また，平成 24 年 3 月には，松本が編
者の 1人であり，松本と西光の論考を含む計
42 編の論文集『最新言語理論を英語教育に活
用する』が出版された． 
 松本は，個体述語としての中間構文と日本
語の「られる」のモダリティ解釈の統合的分
析の基盤となる研究を行った．アメリカ言語
学会年次大会では，心理動詞における名詞句
の組み合わせ方を中間構文の研究に活用す
るヒントを得ることができた．英語教育では，
中間構文と無生物主語構文の違いを指導す
る際に，中間構文における名詞句の移動とい

う生成文法の考えを用いることを提案した． 
 長谷川は，ロンドン大学 SOAS で日本語教
育を中心に，資料収集を行った．また，大学
の日本語の授業において，英語母語話者の学
生を中心とした学習者の誤用についての観
察を行った． 
 西光の研究では，日本語と英語の自動詞・
他動詞および受身について日本人英語学習
者の誤用と英語話者日本語学習者の誤用を
並べてみると鏡像関係になることがわかり，
それに基づき，誤文訂正 4段階モデルを創案
し，そのモデルに基づく練習問題を作成した．
今後はそれをさらに精密化してゆき，他の現
象にも広げて行き，誤文訂正モデルを改訂し
ていく基盤をつくることができた． 
 平成 24 年度は，これまでの研究を引き続
き進めるとともに，最終年を見据えた研究を
行った．全体的な活動としては，2 ヶ月に約
1 回の研究打ち合わせで，日英対照研究，英
語教育，日本語教育，言語学・外国語教育に
おけるコーパスの利用などについて情報交
換を行い，各メンバーの研究についても議論
を行った． 
 また，平成 25 年 1 月に，長谷川信子神田
外大教授を講師として，第 2回橋渡しことば
の会による英語教育講演会を開催し，小学校
英語から大学英語教育にいたるまでの言語
学が英語教育に果たす役割についての知見
を得た．さらに，平成 25 年度に実施予定の
中間構文についてのワークショップについ
て企画・準備を行った． 
 松本は，中間構文の特性を４つの視点から
再びまとめなおし，新しい方向性を見いだす
際の出発点とした．また，ラレル・テイルの
分析の基本となる動詞句構造について，
Travis (2010)の提案を他の研究と比較しな
がら考察し，日本英語学会機関誌に Review
として掲載されることになった．また，生成
文法を英文法に応用した中村(2009)を授業
で用いたり，英語学の授業の受講生を対象に
上記の長谷川教授の講演会についての反応
を調査したりして，英語学を英語教育に応用
する可能性を探った． 
 長谷川は，外国語としての日本語学習者の
自動詞・他動詞の使い分けに関するデータを
収集し，「有対他動詞」であるにもかかわら
ず対立する自動詞が習得できないケースに
ついて考察した．また，日本語教育や日本語
文法の授業で自動詞・他動詞の使い分けや習
得について取り上げ，学習者へのフィードバ
ックを試みた． 
 西光は，本科研による研究成果を日本英文
学会北海道支部における招待講演において
公表し，有益な意見交換を行った．日本語と
英語の自動詞・他動詞・受け身文の現象的な
一般化をさらに精密化した． 
 平成 25 年度は，研究のまとめとして，国
際ワークショップEnglish Middle and Beyond
を開催した(9 月 29 日）．松本は統語構造で中
間構文を説明する事例を紹介し，3 名の招待



講演者がギリシャ語の中間構文，日本語の受
動文，生物言語学的見地からの多重動詞句を
中心に発表し，いずれも中間構文を含む自他
交替の説明に動詞句の多重構造及び VoiceP
が重要な役割を果たしているということで
一致し，ヴォイスの日・独共同研究という今
後のプロジェクトの展開に向けて準備を始
めた．また，定期的に代表者と分担者の間で
研究会を開催し，各メンバーの研究について
意見を交換し，英語教育と日本語教育への応
用について議論し，各自授業や講演でフィー
ドバックを行った． 
 松本は，引き続き中間構文と自他交替の研
究を続け，それを英文法指導法の授業で活用
し，フィードバックを試みると同時に，ワー
クショップの発表から「ている」「られる」
についての示唆を得て中間構文の研究を進
めた．また，日英語の植物名についての形態
論的研究をまとめた． 
 長谷川は日本語学習者の自動詞・他動詞の
誤用例として，「有対他動詞」の対立する自
動詞の「非用」を中心に分析を行い，中級以
上の学習者に見られる，「有対他動詞」を受
身形や可能形にして用いる例を抽出した．対
立する自動詞がない他動詞の受身形が自動
詞と同様の役割を果たす構文との相違点に
着目し，自動詞・他動詞の習得上の困難点に
ついて，日本語作文や日本語文法の授業で学
習者へのフィードバックを試みた． 
 西光は日本語用論学会の談話会と神戸大
学ホームカミングにおいて日本語と英語の
自動詞と他動詞の対照研究を概括し，日英語
におけるひとりごとの占める位置の違いに
よって説明を試みた．また日本英語学会の接
続表現に関するシンポジウムにおいて談話
における自動詞と他動詞の出現に関する日
英語の違いを考察した． 
 
(3)国内外における位置づけとインパクト，
今後の展望 
①平成 25 年に，西光は，日本英語学会のシ
ンポジウムにおいて，本研究の成果である談
話における自動詞と他動詞の出現の日英比
較を発表した．  
②平成 25 年に，本科研プロジェクトの主催
で，国際言語学ワークショップを開催したが，
ワークショップの講師の 1 人である
Alexiadou シュツットガルト大教授と松本が
共同研究を行うことになった．また，松本の
提案で，ワークショップを発展させたものと
して，平成 26 年 11 月の日本英語学会でシン
ポジウム「動詞句とその周辺をめぐって：語
彙範疇と機能範疇の役割」が実施されること
になった． 
③平成 24 年，平成 25 年に，本プロジェクト
の柱である各分野のフィードバックという
趣旨にもとづく「橋渡しことばの会」を開催
し，高校教員を含む様々な分野からの参加者
があった．この趣旨に賛同した第 2回講師の
長谷川信子神田外大教授がこの取り組みを

引き継ぎ，松本も執筆した長谷川氏編の『日
本の英語教育は，今（仮題）』の出版が確定
している．また，今後も引き続き「橋渡しこ
とばの会」を開催する予定である． 
以上のように，本プロジェクトは，英語学

や言語学内における理論的貢献にとどまら
ず，英語教育や日本語教育の実践に貢献し，
今後もさらに展開していくことが期待され
る． 
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